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【研究背景・目的】 

ナノテクノロジーの発展に伴い、数々のナ

ノデバイスが開発されている。ナノデバイス

の 1 つである単電子デバイスは電子を１個単

位で制御し動作する。特徴として高集積性、

確率動作などが挙げられる。しかし、最適な

情報処理手法が確立されていない課題がある。

一方で分子コンピューティングによってマル

コフ連鎖を表現したという報告がある[1]。分

子コンピューティングでは分子種、反応速度、

分子濃度を用いてマルコフ過程の各状態、遷

移確率、初期状態や定常状態と対応付けてい

る。このモデルと単電子回路の挙動を対応付

けることで新たな単電子情報処理回路が実現

可能だと考える。 

 本研究では分子コンピューティングの原理

に学び、単電子回路の新たな情報処理手法の

確立を目的とする。 

【研究内容】 

 前回の報告では、分子の反応速度の表現に

単電子振動子の一次元配列を用いた回路につ

いて報告した[2]。しかし単電子振動子の確率

性による影響で、表現したい分子の反応速度

に対して誤差が生じてしまうという課題があ

った。 

 そこで今回の提案回路では単電子振動子の

一次元配列を多重接合の単電子振動子に変更

(Fig. 1)しシミュレーションを行った。多重接

合の単電子振動子を用いることで通常の単電

子振動子より確率性による影響を抑えること

ができる。これによって分子の反応速度を表

現する際の誤差を低減することを試みた。詳

細は講演にて述べる。 

 

Fig. 1 Schematic of proposed circuit using multi- 

junction single-electron oscillators. 
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